
2022年７月８日（金）

環境インフラ海外展開プラットフォーム（JPRSI）
2022年度 年次総会

2021年度活動報告



JPRSIの目的

JPRSIとは？
環境インフラの海外展開に取り組む我が国民間企業等を総合的に後押しするため、
2020年9月に環境省が設立した官民連携プラットフォーム

2JPRSIの役割（概念図）



 設置・運営
環境省 地球環境局
国際脱炭素移行推進・環境インフラ担当参事官室

 2022年度事務局
• （一社）海外環境協力センター（OECC）
• （公財）地球環境戦略研究機関（IGES）
• （公財）地球環境センター（GEC）
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JPRSIの体制

関係省庁
（6省）

• 内閣官房
• 総務省
• 外務省
• 財務省
• 経済産業省
• 国土交通省

関係機関
（5機関）

• 国際協力銀行（JBIC）
• 国際協力機構（JICA）
• 日本貿易保険（NEXI）
• 海外交通・都市開発事業支援機構（JOIN）
• 日本貿易振興機構（JETRO）
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会員企業／団体構成：443社／団体

会員企業・団体

01.製造業

02.建設業

03.金融業，保険業

04.商社

05.サービス業(専門技術，コンサルタント)

06.電気・ガス・熱供給・水道業

07.運輸業，郵便業、情報通信業

08.鉱業、採石業

09.業界団体

10.学校法人

11.地方公共団体・関連団体

12.その他
商社
29

建設業
69

製造業
98

サービス業
150

金融・保険業
10

電気・ガス・熱供給・水道業 21

運輸・郵便・情報通信業 22

鉱業・採掘業 4

業界団体 11
学校法人 4 そのほか 8

地方公共団体・関連団体 15

※ 2022年6月30日時点
※設立当初277団体、約1.5倍に増加



会員の環境インフラ海外展開の具体案件形成に向けて、
以下の取組を実施
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1. 現地情報へのアクセス支援
1-1. 公式ウェブサイトリニューアル
1-2. ウェブサイトでの情報掲載
1-3. メールマガジン
1-4. 会員限定セミナー

2. JPRSI会員情報の発信
2-1. 環境技術リスト
2-2. オンラインパビリオン

2021年度活動報告

3. 個別案件形成・受注獲得支援
3-1. タスクフォース
3-2. 環境ウィークへの出展
3-3. マッチング支援
3-4. 相談窓口
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JPRSI会員にとって有益な情報を集約し、JPRSIホームページに公開

1-1. 公式ウェブサイトリニューアル

一般公開
ページ

• 技術リスト、海外展開事例
• セミナー等活動実績
• 支援情報
• 会員一覧

会員専用
ページ

• 国・都市情報
• ニュース
• セミナー等活動結果の詳細
（講演資料、録画映像等）

• 相談窓口
• オンラインパビリオン
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1-2.ウェブサイトでの情報掲載
各国NDC関連情報（12か国）

• モンゴル
• バングラデシュ
• ベトナム
• ラオス

• インドネシア
• カンボジア
• ミャンマー
• タイ

• フィリピン
• インド
• マレーシア
• スリランカ

日本都市－海外都市間の連携情報（11自治体）
• 広島県
• 愛媛県
• 福岡県

• 富山市（富山県）
• 堺市（大阪府）
• 大阪市（大阪府）
• 福岡市（福岡県）

• 北九州市（福岡県）
• 大崎町（鹿児島県）
• 横浜市（神奈川県）

 国・都市別情報（13か国＋8都市）
 モンゴル
 インドネシア

• ジャカルタ
• スラバヤ
• バンドン

 カンボジア
• シエムリアップ

 タイ
• バンコク

 パラオ
 フィリピン

• ケソン
 ベトナム

• ダナン
 マレーシア

• イスカンダル

 ミャンマー
 ラオス
 インド
 バングラディシュ
 モルディブ



 国内機関による支援
• F/S
• 実証等
• ビジネス展開
• 人材育成
• 研究、都市間連携

 国際機関による支援
• アジア開発銀行（ADB）
• 欧州復興開発銀行（EBRD）
• 気候技術センター・ネットワーク（CTCN）
• 世界銀行グループ
• 緑の気候基金（GCF）
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1-2.ウェブサイトでの情報掲載
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1-3. メールマガジン
 会員限定で、環境インフラの海外展開に有益な情報をタイムリーに配信
 全88件配信（2022年3月31日時点）

（例）【JPRSIお知らせ 2022.05.16】【配信内容（例）】
 国内外の環境インフラ公募ニュース

（例）パラオ・災害に強いクリーンエネルギー融資プロジェクト
に関するコンサルタント調達案件（ADB）

 環境省等の環境インフラ関連ニュース
（例）クライメート・トランジション・ファイナンスに関する基本

指針の策定（環境省）

 セミナー／展示会参加者募集

（例）中国環境博（IE EXPO2022）出展者募集



公式ウェブサイト
（会員専用ページ）
にて資料・動画を公開
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1-4. 会員限定セミナー
 第一線で活躍する専門家によるセミナー
 ニーズの高い内容を、オンラインでタイムリーに提供
 2021年度は5回開催

第1回 2021年8月 JPRSI年次総会

第2回 2021年9月 「国際競争入札参入への課題」

第3回 2021年10月 「日ベトナム環境ウィーク特集」

第4回 2022年2月 「フィリピンでの環境ビジネス展開」

第5回 2022年3月 「今後のJCMの展望と活用について」
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2-1. 環境技術リスト

 会員企業が登録した環境技術情報をデータベース化し、日本語・英語にて公開。
 分野、展開可能国、フリーワード等で検索が可能。
 現在、日本語156技術、英語172技術を収載。
 登録はオンラインパビリオン機能より随時受付し技術リストは拡充中。



オンラインパビリオン（英語版）

2-2. オンラインパビリオン
 昨年度末に新規に開設
 オンラインパビリオン内に、各JPRSI会員のブースを設置
 JPRSI会員が自らの情報を自ら掲載可能

できること
• 会員企業検索
• 技術検索
• 会員同士のマッチング、直接連絡
• 海外政府/自治体/企業等関係者・国際開発
機関からの直接アプローチ

• 環境省主催イベント等での活用
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①強みの言語化タスクフォース

3-1. タスクフォース①

目的 • 我が国の企業が有する優れた環境インフラの強みを言語化
• 海外展開のための訴求方策を検討

昨年度の
活動

• 廃棄物発電をテーマとして、会合を全5回開催
• タスクフォース会合・調査を通して特定された強み、その訴
求方策、土俵形成の訴求方策の内容についての提言をま
とめた
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3-1. タスクフォース②
②国際競争入札タスクフォース

目的 本邦企業の国際競争入札への対応力強化
（陥りやすい課題等とその対応策の検討）

昨年度の
活動

• 勉強会を計4回開催
• 本邦企業の国際競争入札への対応力強化、特に陥りや
すい課題等とその対応策の検討を実施し、中間とりまとめ
報告書を作成した

講師 金子篤氏（元ADB、現パシフィックコンサルタンツ国際プロ
ジェクト企画部、シニア・アドバイザー）
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3-2. 環境ウィークへの出展
 政策対話、セミナー、ビジネスマッチングを一連で実施する「環境ウィーク」へのバーチャル出展
を実施。

 2021年11月の第2回日本・ベトナム環境ウィーク、2022年3月の第1回日本・フィリピン環
境ウィークに出展。

バーチャルパビリオンの様子

 セミナー参加者（延べ人数）：
• ベトナム環境ウィーク 846名
（日本：392、ベトナム：431、その他：23）

• フィリピン環境ウィーク 1692名
（日本：564、フィリピン：1070、その他：58）

 バーチャル出展数：46社
• ベトナム環境ウィーク 34社（3件の面談）
• フィリピン環境ウィーク 38社（1件の面談）



海外 日本
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3-3. マッチング支援

 現地関係者（現地政府・商工会議所、MDBs等）が有する日本の環境技術・プロジェクト
参画意向等への関心について、JPRSI会員に照会し、現地関係者と会員をマッチングする
体制を構築

環境省／
JPRSI事務局

現地政府・
商工会議所、

MDBs等

①日本企業の環境技術、
プロジェクト参画意向等への関心

JPRSI会員
（441の日本
企業等）

③関心照会

④関心表明

②連絡

⑤日本企業の技術情報等をリスト形式で提供
⑥現地関係者とJPRSI会員のマッチングを支援

在外公館インフラプ
ロジェクト専門官、
MDBs駐日事務所
及び日本理事室、
環境省出向者等
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合計：33件

※ イベントの際の面談のみではなく、具体的な発注、協業等に向けた面談が実現したものをマッチング件数としてカウントする。

3-3. マッチング支援
ソース 案件内容 マッチング件数

インド商工省 インド商工省（下部組織 INVEST INDIA）による同国環境管理事業ニーズへの日本の技術のマッチング 7
越タインホア省 ベトナム（タインホア省トースアン県）における廃棄物処理事業への日本の技術のマッチング 1

ADB モンゴル国における健康サービスへのアクセス性改善プロジェクト（ADB, JFJCM）についてのコンサルティングサービス公募
予定および導入予定の環境技術についての募集 3

ADB インドネシア西ジャワのPatuhaにおける地熱発電プロジェクトについて、国際競争入札の紹介 1
ADB 東南アジアでの省エネ建物のコンサルティングサービス公募について 4

ADB モルジブにおける再エネを用いた持続可能なシステム開発の促進（ASSURE）プロジェクトに関するコンサルティングサービス
公募について（ADB, JFJCM） 4

GCF ガーナを含む西アフリカ地域におけるGCF農業プロジェクト（同地域の農家において、気候変動に強い、サステナブルな農業
の管理システムを提供）への関心調査アンケート実施 1

GCF 西アフリカ地域におけるGCFプラスチック廃棄物処理プロジェクト（海岸漂着プラスチック廃棄物を収集・加工し防災（地滑
り対策等）への活用）への関心調査アンケート実施 1

IDB 燃料技術、Green IT、再エネ技術の照会及び面談を実施。 1
WB ウェビナーにおいてグリーン水素ソリューションの技術プレゼン、後に面談を実施。 1
インドネシア 環境ウィークに出展した企業同士のマッチング 5
ベトナム 環境ウィークに出展した企業同士のマッチング 3
フィリピン 環境ウィークに出展した企業同士のマッチング 1
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3-3. マッチング支援

具体例1．アジア開発銀行（ADB）

概要
モルディブの複数の離島における先進的なエ
ネルギー管理システム（EMS）を備えたフ
ロー型蓄電システム（BESS）導入に関す
るADBコンサルティング業務※の公募情報を
展開し、関心企業とADBをマッチング。

※ 「Maldives: Accelerating Sustainable 
System Development Using Renewable 
Energy (ASSURE) Project」

相談 ADB公募情報取得（3月下旬）
• 情報の整理及び内容確認

情報発信 メルマガで情報発信（4月）
• JPRSI会員向けに情報を発信

面談実施
面談アレンジ（4月～5月）
• 4社から関心表明
• 4社とADBの面談を実施
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3-3. マッチング支援

具体例2．米州開発銀行（IDB）

概要
IDBが進める「メソアメリカイニシアティブ」にお
いて注目されている第2世代バイオ燃料技術、
Green IT、再エネ技術を有する企業のマッ
チング。

相談 IDBからの技術照会（3月下旬）
• 情報の整理及び内容確認

情報発信
企業へのコンタクト（4月）
• JPRSI技術リストをみたIDBから照会のあったJPRSI会員企
業へコンタクト

面談実施
面談アレンジ（4月～5月）
• 3社とIDBの面談を実施
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3-3. マッチング支援

具体例3．世界銀行（WB）

概要
WBエネルギー・セクター管理支援プログラム
（ESMAP）が進める、途上国におけるグ
リーン水素プロジェクトの展開に向け、WBと
日本との間でウェビナーを開催。
日本企業からグリーン水素の技術をプレゼン
し、イベント後にはプレゼン企業とWB担当者
との面談を実施。

相談
WBからの水素ワークショップ相談（4月初旬）
• グリーン水素ソリューションの技術紹介
• JPRSI会員へのプレゼン希望照会

情報発信

WBワークショップ開催（4月）
• － GREEN HYDROGEN IN SMALL ISLAND

DEVELOPING STATES (SIDS) AND OTHER
DEVELOPING COUNTRIES－

• 日本企業9社が世銀のグリーン水素プロジェクト担当者向け
WSにて保有技術やプロジェクトをプレゼン

面談実施
面談アレンジ（6月～）
• 2社が協業して現地への導入を検討。WBとの面談を実施。
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3-4. 相談窓口
 JPRSI会員の活動を支援するための相談窓口を運営
 365日、相談フォーム又は電話にて相談を受付中

相談内容（例）
• 海外のニーズ・状況について知りたい―
• 自社の技術について、どんなビジネスプランがあるかアドバイスがほしい―
• 国際入札の進め方について知りたい―
• どんな補助金・資金スキームがあるのか知りたい―
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